
国土交通省関連の取組み
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洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■流下能力対策

計画：2.65km

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

吉
井
川
水
系

H28年度

まで
0.50km （累計19%）

H29年度 －

(H30.3.31現在)

1

見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：2.61km

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

旭
川
水
系

H28年度

まで
0.30km （累計11%）

H29年度 －

(H30.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

施工前施工前施工前施工前 施工施工施工施工後後後後 施工前施工前施工前施工前 施工施工施工施工後後後後

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

高
梁
川
水
系

H28年度

まで
7.01km （累計60%）

H29年度 7.36km （累計63%)

計画：11.78km (H30.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所
・堤防高が低い等、当面の目標に対して流下能力が不足している箇所
（上下流バランスを確保しながら実施）

旭川水系 高梁川水系



洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■パイピング対策

計画：2.98km

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

旭
川
水
系

H28年度

まで
2.64km （累計89%）

H29年度 －

(H30.3.31現在)

2

見直しにより対策不要となった区間を含む

■浸透対策

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

高
梁
川
水
系

H28年度

まで
－

H29年度 － （累計0%）

計画：2.63km (H30.3.31現在)

 

ドレーン 
盛土 

1：3.0

H.W.L 

＜対策イメージ＞

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所

・旧河道跡等、パイピングにより堤防が崩壊す
る恐れのある箇所

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所



洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■天端の保護

計画：2.60km（完）

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

吉
井
川
水
系

H28年度

まで
2.60km （累計100%）

(H30.3.31現在)
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見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：1.23km（完）

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

旭
川
水
系

H28年度

まで
1.23km （累計100%）

(H30.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：0.69km（完） (H30.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の
浸透を抑制するとともに、越水した場合には法肩部の
崩壊の進行を遅らせることにより、決壊までの時間を
少しでも延ばす

吉井川水系 高梁川水系

施工前施工前施工前施工前 施工施工施工施工後後後後

堤防天端をアス

ファルトで保護

施工前施工前施工前施工前 施工施工施工施工後後後後

堤防天端をアス

ファルトで保護

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況
高
梁
川
水
系

H28年度

まで
0.69km （累計100%）



危機管理型ハード対策

■裏法尻の補強

4

裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合には深掘れの進行を遅らせることにより、
決壊までの時間を少しでも延ばす

計画：1.75km

水系水系水系水系 年度年度年度年度 実施状況実施状況実施状況実施状況

高
梁
川
水
系

H28年度

まで
－

H29年度 0.35km （累計20%）

(H30.3.31現在)

見直しにより対策不要となった区間を含む

施工前施工前施工前施工前 施工施工施工施工後後後後

高梁川水系



危機管理型ハード対策

■まとめ
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吉井川水系吉井川水系吉井川水系吉井川水系 旭川水系旭川水系旭川水系旭川水系 高梁川水系高梁川水系高梁川水系高梁川水系

流下能力対策 0.50km／2.65km(19%) 0.30km／2.61km(11%) 7.01km／11.78km(60%)

パイピング対策 － 2.64km／2.98km(89%) －

浸透対策 － － 0km／2.63km(0%)

堤防天端の保護 2.60km／2.60km(100%) 1.23km／1.23km(100%) 0.69km／0.69km(100%)

裏法尻の補強 － － 0.35km／1.75km(20%)

平成２９年度末まで実績／全体計画（進捗率％）



避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把握・伝達するための基盤の整備

6



避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

資材の確認及び不足した資材の確保

7



避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

資材の確認及び不足した資材の確保
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■円滑な避難行動や水防活動を支援するため、危機管理型水位計や
量水標、CCTVカメラの設置

設置イメージ

危機管理型水位計について

9

【目的】

洪水時のみの水位観測に特化した低コストな水位計を開発し、都道府県や市町村が管理する

中小河川等への普及を促進し、水位観測網の充実を図る。

・吉井川：９箇所

・高梁川：６箇所

・旭川 ：４箇所 合計：１９箇所

【特徴】

○長期間メンテナンスフリー （無給電で５年以上稼働）

○省スペース（小型化） （橋梁等へ容易に設置が可能）

○初期コストの低減

（洪水時のみの水位観測により、機器の小型化や電池及び通信機器等の技術開発に

よるコスト低減）

（機器設置費用は、１００万円／台以下）

○維持コストの低減

（洪水時のみに特化した水位観測によりデータ量を低減し、IoT技術と併せ通信コストを縮減）



避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■河川管理者と道路管理者が協力し、堤防を活用した避難階段を整備

地域の概要地域の概要地域の概要地域の概要

政田地区は、岡山平野に広がる低平地（ゼロメートル地帯）に

位置している。

干拓により作られた本地区は、東（吉井川）西（百間川）南（児

島湾）北（砂川）を水面に囲まれた地域であり、一度洪浸水すれ

ば浸水深は深く、周辺に高い建造物や避難できる高所が少な

い。このため、河川堤防や国道２号は地域住民にとっての避難
経路となるだけでなく重要な避難箇所の一部である。

取組の具体的な内容取組の具体的な内容取組の具体的な内容取組の具体的な内容

現況は堤内側市道から堤防上までの経路が近傍に

無く、堤防天端から橋梁（一般国道２号百間川橋）路

面まで高低差があり、直接橋の上へは上がることが出
来ない。

堤防上へのコンクリート階段及び、堤防から橋梁路

面への鋼製階段の２つの階段を設置することにより、
垂直方向への避難が可能となる。更に橋から東西方

向（対岸等）への避難や、水防活動、平時の河川巡視
にも有効活用する事が出来る。

洪水や津波、内水氾濫時に既存施設を有効活用し既存施設を有効活用し既存施設を有効活用し既存施設を有効活用し、「地域住民の避難行動、水防活動等」に資する基盤等の整備を河河河河川川川川・・・・道道道道路路路路
連携で実施した連携で実施した連携で実施した連携で実施した画期的な取り組みである。
今後も、岡山市と共に進めるタイムラインの運用、国の進める河川改修等、ソフト・ハードの一体となった防災対策を進めていく。
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完成式完成式完成式完成式の様子の様子の様子の様子

岡山県津波浸水想定について

（平成２５年３月２２日）



広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

■想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーション

� 平成27年5月の水防法改正を受け、平成29年4月19日に、岡⼭三川について、現⾏の計画規模の洪水に係

る浸水想定区域を、想定し得る最大規模の洪水に係る区域に拡充して公表

� 従来の洪水による浸水区域、浸水深に加え、 浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸侵

食）も新たな情報としてあわせて公表

想定最大規模降雨による浸水想定区域 （平成29年4月19日公表）

高梁川・小田川

（総括図）

旭川・百間川

（総括図）

吉井川・金剛川

（総括図）

11



広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

■広域避難計画の策定

•減災対策協議会の幹事会（第２回・H29.12.21）において、水害リスク分析シートを提供し広域避難
の必要性等について、ワーキング形式で各市町担当者に検討いただいた。

ワーキングの様子 ワーキングを振り返って（主なご意見）

活発な議論の様子

幹事会の様子

現状と課題、対応策の整理の様子

各市町の水
害リスクマッ

プを配布し、
状況を分析

• 初のワーキングで、他自治体と協議ができて状況（考
え)がわかった。

• 市の浸水エリアがどれくらいあるのか、リスクがあるの

かよくわかった。

• 広域避難の検討事項が多いことが分かった。
• 大規模氾濫時（L2）避難計画の作成の難しさがわかっ
た。

• 大規模氾濫時には、浸水する避難所が多くあること。

• 避難所の選定に関して、浸水だけでなく土砂災害警戒
区域等を考慮することも必要。

• 今後、どうやって避難計画を作成すればよいか結局分
からなかった。

• 事前にワーキング資料を配布してほしい。

• 国交省管理の河川についてのみの想定であり、他は含

まれていないので、管理河川及び県管理河川が氾濫し
た場合のシミュレーションをしてもらいたい。
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広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

■要配慮者利用施設の避難計画の作成支援および訓練の促進

•要配慮者利用施設管理者や関係行政機関等が連携し、要配慮者利用施設の避難に関する計画の
作成等に関し、参考となる事例集を内閣府で公開されたものを減災対策協議会の幹事会（第２回・
H29.12.21）において紹介。

※９月から県と要配慮者利
用施設への説明会を実施
予定
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広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知

■ハザードマップポータルサイトを活用した周知サポート、地図情報の活用
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避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成及び精度向上

•減災対策協議会の幹事会（第２回・H29.12.21）において、各市町の避難勧告着目型タイムラインに
ついて、実際の活用等を踏まえて検証し、改善・充実を図るための内容確認をいただいた。

ワーキングの様子
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避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

■タイムラインに基づく首長等も参加した実践的な訓練
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自治体訓練への参加や支援【H29年度】

•平成２９年８月１日（火）に瀬戸内市で実施された災害職員研修で、災害対策訓練のアドバイザーと
して岡山河川事務所職員も参加させていただきました。



防災教育や防災知識の普及

■水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催
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説明会の様子

•出水期前に水防体制の強化を図る目的として、水防団等を対象に重要水防箇所の周知及び水防に
必要な情報の提供を行い、協力強化に努めるよう依頼した。



防災教育や防災知識の普及

■教員を対象とした講習会の実施、小学生を対象とした防災教育の実施
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防災教育や防災知識の普及

■スマートフォン等へのプッシュ型洪水情報等の発信
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平成３０年５月より配信開始



防災教育や防災知識の普及

■効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ広報や資料の作成
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より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■水防団等が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検
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•出水期前に現地において重要水防箇所の確認を行い、増水時の水防活動を目的として、水防団等
を対象に合同で河川巡視を実施した。

河川巡視の様子



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■関係機関が連携した実働水防訓練の実施
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各自治体の訓練に積極的に参加【H29年度】

•平成２９年９月３日（日）に岡山市東区西大寺で実施された岡山県総合防災訓練に中国地方整備局
職員も参加させていただきました。



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■水防活動の担い手となる水防団員の募集及び水防協力団体の募集・指定を促進

岡山河川事務所ホームページで水防団員を募集している旨の記事を掲載中
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「より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■市町村庁舎や災害拠点病院等の施設関係者への情報伝達の充実及び
機能確保のための対策の充実（耐水化、非常用発電等の整備）

•減災対策協議会の幹事会（第２回・H29.12.21）において、浸水想定区域内の市町村庁舎や災害拠

点病院等に関する情報を共有し、各施設管理者等に対する洪水時の情報伝達体制・方法について
検討いただきました。
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より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築
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より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■排水機場・樋門・水門等の情報共有を行い、
大規模水害を想定した排水計画を検討及び訓練の実施
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旭川排水ポンプ車訓練（平成29年）

旭川排水機場訓練（平成29年） 高梁川排水ポンプ車訓練（平成29年）

吉井川排水ポンプ車訓練（平成28年）


